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東日本大震災後の地域社会の再生
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災害種別 被災者の居住地 年齢・性別 その他特記事項








地震 茨城県北茨城市 60代男性 津波により家屋流出（磯原町）
津波 岩手県石巻市 70代男性 津波により 1 階浸水（雄勝町水浜）
地震， 福島県いわき市 70代女性 指定区域外だが自主避難（平字作町）



























き よ は し
世橋地区






原発事故 福島県双葉町 60代男性 郡山地区（旧騎西高校避難，東電関連会社勤務）
東日本大震災後の地域社会の再生





























































































団体生活をしていた。被災してから電気は 2 ヶ月後，水は 3 ヶ月後に復旧した」ことを
話してくれた。身内の被災者についても，「妹は市内の高田町川原地区の班でかろうじ
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15
近所のつきあいは強い。12軒で『隣組』をつくり， 1 年に 1 回12月末に集まり 1 万円出
す『隣組貯金』をしてきた。この他さらに 1 万円出して合計 2 万円を積み立て， 3 年に
































校生 1 人，中学生 2 人）と自分の 4 人生活になってしまった」と，家族が離ればなれに
東日本大震災後の地域社会の再生16




















































































































































以上は震災 1 ヶ月後の状況だが， 8 ヶ月以上経った状態はどうであろうか。多くの者
東日本大震災後の地域社会の再生20


























市の力が強く，原発事故をきっかけに 1 市 2 町の勢力関係が噴出しているのが現状だ。
南相馬市には原発から20キロまでの『警戒区域』，『計画的避難区域』，30キロまでの『緊








































































































































































































































































































































































































































































































はかかるだろう。 1 ， 2 年ではわからない。昔からワカメがよく採れたところで，養殖











































































































































































































































































































































































































ているが，部屋の壁のひびがひどいので， 3 月12日から神栖二中で寝泊まりをして， 3 月
末にこのコミュニティセンターに避難した。ひびが目立ち，床がゆがんでいるのが心配」
と，この子供をかかえる女性は話してくれた。
9 ： この避難者は被災状況について「地震直後役場（市役所）に避難し， 3 月20日にこのコ
ミュニティセンターに来た。地盤が液状化している。アパートの部屋のドアやふすまが開
かない状態だ」と語った。
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意したが，感謝の気持ちを忘れてはいけない」と指摘するように，福島まで原発を恐れず
来てくれるボランティアに対して感謝の念をもっていることがうかがえる。



























国道沿いの山側は無事だった。当日はしばらく車の中で過ごした。 3 月12日の朝 6 時町全
体で田村市にバスで移動した。その文化センターと総合体育館に1,600人ほどが18日までい
た。その後田村市も避難区域に入り，取手市のいとこに迎えに来てもらい，母と 2 人でこ
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23： この男性は被災後の状況について，「多くの人は川俣町からさいたまスーパーアリーナに










26： この避難者は「双葉町前田地区の原発から 5 キロ以内のところから川俣町に避難し，その
後さいたまスーパーアリーナに移り，ここには 3 月31日に来た。双葉町に住んで10年にな
るが，原発の避難でいつ帰れるか不安だ」と，先行きの不透明さも語った。















































































































































減っていることがわかる（平成24年 2 月 9 日現在）。
42： 11月に行われた東京電力福島第一原発の 1 号機から 4 号機がある大熊町の町長選では，放
射性物質の除染を行い元のところ戻る帰郷（町への帰還）を公約とした現職の町長が，町
外への集団移住として近隣の市に移ることを主張した候補者を破り当選している。これは


























MacIver, R. Morrison. 1917〔1924〕. Community: A Sociological Study （3rd. ed.）. London: 
Macmillan. 中久郎・松木通晴監訳，1975年『コミュニティ』ミネルヴァ書房。
恩田守雄，2001年『開発社会学』ミネルヴァ書房。
恩田守雄，2002［2010］年『グローカル時代の地域づくり』学文社［第二版］。
恩田守雄，2006年『互助社会論』世界思想社。
恩田守雄，2008年『共助の地域づくり―「公共社会学」の視点―』学文社。
恩田守雄，2010年「『一村一助』運動による地域の活性化」『社会学部論叢』第21巻第 1 号，
1-28頁。
恩田守雄，2011年「支え合いの地域づくり―島根県浜田市旭町の調査―」『社会学部論叢』第
22巻第 1 号，23-75頁。
菅摩志保・山下祐介・渥美公秀編，2008年『災害ボランティア論入門』弘文堂。
鈴木栄太郎，1940［1968：1978］年『日本農村社会学原理』時潮社（『日本農村社会学原理』
〈上〉〈下〉鈴木栄太郎著作集Ⅰ・Ⅱ，未来社）。
鈴木栄太郎，1957［1969］年『都市社会学原理』有斐閣（『都市社会学原理』鈴木栄太郎著作集Ⅵ，
未来社）
内田由紀子，2011年「日本文化における幸福感―東日本大震災後の復興を支える心理と社会シ
ステム」『計画行政』第34巻第 4 号21-26頁。
